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南小
国 議

会
広
報

立志式
南中生19名が志を立てました



＼南中生が町の未来を考える／

みらい南小国子ども会議
南小国中学３年生が町のことについて考え、意見をまとめ、町執行部や議員に提案する
みらい南小国子ども会議が 12 月 13 日に開催されました。今年は代表の６つの班が
提案をしてくれました。各班の提案内容を要点を絞ってご紹介します。

農畜産業に支援を！
農家や牛飼いが減少し、荒れた田んぼが目
立っている。美しい景色を守るためにも現状
を改善したい。そのために３点提案。
①毎年１度は補助金を出す
② WCS（稲発酵粗飼料）を広める
③収穫体験やエサやり体験をできるようにし

牛飼いや農業の魅力を広める

答弁：農林課長
昨年度と今年度は全農
家さん対象の補助金を
出した。農業の魅力を
広めるためにも農家さ
んの話を聞いて情報を
出したい。

健康ランド建設を！
町の大きな課題は少子高齢化。
住民の健康維持のために、温水プール、ジム、
温泉、特産品を使ったカフェがある「健康ラン
ド」を建設してはどうか。
子どもも安心して使えれば、世代を超えた交
流ができ、住民が繋がれる。AI を導入し、トレー
ニングメニューを選択できるようにしては。

答弁：町長
A マート跡地の利活用
では“繋がる”ことを
一番大切にしたい。今
後の役場のあり方を考
えた際にも AI 導入は
必須。

全ての人に寄り添う避難所を！
現在の避難所は、避難する人も避難所の数も
少ない。避難する人が増えるためにも、避難
所をより良くするためにも、３点を提案する。
①非常食を見直し、質と量を高める
②避難場所の充実
③みなみちゃんねるで防災コーナーを作るなど

町民の防災意識を高める取り組み

答弁：総務課長
非常食は毎年 100 万
円分購入し循環備蓄し
ている。消防署 OB の
職員が地区に出向き、
地域に合った防災活動
をしている。
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〈前田博治校長先生より〉　南中生３年生が６グループに分かれ、ふるさと南小国町の発展のために提
案をしました。今回の内容は、課題の設定→情報の収集→整理・分析→まとめ・表現という学習サイ
クルの中で練り深められたものです。この一連の学びには、これまでさまざまな教育活動の中で培わ
れてきた南小国町の創り手となるための資質・能力である４Ｃ※が生かされています。今回の提案が
今後のまちづくりに少しでも貢献できればと思っています。

伝統文化の魅力を伝えるために！
南小国特有の伝統文化の魅力を伝え、残した
い。そのためにできることは何かを考えた。
・SNS を活用した魅力発信
・予算の充実
・後継者不足解消のため、教育の一環として

小学校区の垣根を越えた伝統文化を体験で
きるようにする

答弁：教育長
SNS は有効だと思う。
予算はわずかだが補助
金を出している。体験
の場は地域の方と相談
したい。後継者は教育
の場で育てたい。

人が集う町にするために！
南小国の美しい景観や観光スポットの魅力を多
くの人に知ってもらい、観光の町として発展し
て欲しい。そのために、景観が売りの場所に
食事や買い物ができる休憩施設を作り、小道
具やカメラを貸し出し、記念撮影できるように
しては？ SNS で発信してもらえ、滞在時間も
長くなるのでは。

答弁：まちづくり課長
町の景観を活かし、町
内で完結するのは理想
的な観光スタイル。 
ぜひ皆さんが役場に入
庁し、提案したことを
カタチにして欲しい。

みんなに優しい観光の町へ！
障がいがある方や足腰が不自由な高齢の方、
妊婦さんや子ども連れの方が南小国に観光で
訪れたいと思えるようになれば、観光客数が
増え、町の発展に繋がるのでは。そのために
・観光地のバリアフリーの強化
・情報の開示
が必要ではないか。

答弁：下城議員
押戸石の丘もバリアフ
リー化したい。既にバ
リアフリー化している
スポットを町ホーム 
ページに掲載しても良
いのではないか。

※４Ｃとは…Communication（伝える力）・Collaboration（協働）・Creativity（創造性）・Critical Thinking（批判的思考）の頭文字で、
町の教育で大切にしている考え方です。
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令
和
５
年
12
月

第
４
回
定
例
会　

　

12
月
定
例
会
が
12
月
12
日
か

ら
14
日
の
会
期
で
開
催
。
条
例

の
設
置
・
廃
止
・
一
部
改
正
・

補
正
予
算
な
ど
（
条
例
６
・
予

算
７
・
そ
の
他
１
）
が
審
議
さ

れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
さ

れ
た
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８

号
）　
　
　
　
　

 

全
会
一
致

主
な
審
議

○
小
国
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

▼
森
永
議
員　

無
料
運
行
す
る

目
的
は
。

答

通
称
「
に
じ
バ
ス
」
は
冬

季
（
１
～
３
月
）
は
利
用
者
が

少
な
い
。
期
間
限
定
（
３
月
29

日
ま
で
）
で
無
料
運
行
す
る
こ

と
に
よ
り
認
知
度
を
高
め
、
利

用
促
進
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

○
先
進
地
視
察
に
つ
い
て

▼
穴
井
秀
房
議
員　

公
共
交
通

の
先
進
地
視
察
は
ど
こ
に
行
か

れ
る
の
か
。

答

令
和
２
年
11
月
よ
り
、
公

道
で
自
動
運
転
バ
ス
を
運
行
し

て
い
る
茨
城
県
境
町
。
開
始
し

て
３
年
が
経
ち
、
成
果
や
課
題

等
を
見
て
き
た
い
。
ま
た
境
町

は
子
育
て
支
援
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
の
で
、
併
せ
て
視
察
し

た
い
。

○
部
分
林
売
払
収
入

▼
穴
井
則
之
議
員　

内
訳
等
は
。

（
組
合
名
・
全
伐
／
間
伐
・
収
入

額
）
ま
た
全
伐
後
の
対
応
は
。

答

収
入
に
対
し
て
８
割
を
交

付
す
る
。
（
本
町
造
林
組
合
・

全
伐 

・
１
０
６
万
円
／
竹
の
熊

造
林
組
合
・
間
伐
・
２
１
８
万

円
／
上
中
原
造
林
組
合
・
間
伐
・

37
万
円
／
赤
馬
場
区
・
全
伐
・

90
万
円
）
森
林
組
合
の
事
業
を

活
用
し
、
広
葉
樹
を
植
栽
し
て

町
に
返
還
し
て
い
た
だ
く
。

▼
穴
井
則
之
議
員　

急
傾
斜
地

等
は
広
葉
樹
が
望
ま
し
い
と
思

う
が
、
生
産
性
や
脱
炭
素
へ
向

け
て
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植
栽

も
考
慮
し
て
欲
し
い
。

○
制
服
等
購
入
業
務
委
託
料

▼
佐
藤
議
員　

対
象
人
数
や
支

給
対
象
品
等
は
。

答

新
１
年
生
が
34
名
分
（
制

服
・
シ
ャ
ツ
・
ス
ク
ー
ル
セ
ー

タ
ー
・
通
学
用
靴
・
鞄
・
体
育

館
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
一
式
で
約

10
万
円
）
、
新
２
年
生
が
28
名
、

新
３
年
生
が
19
名
分
（
制
服
・

シ
ャ
ツ
・
ス
ク
ー
ル
セ
ー
タ
ー

の
３
点
で
約
７
万
円
。
）

▼
井
野
議
員　

ど
の
よ
う
な
制

服
に
な
る
の
か
。
委
託
先
は
。

答

上
着
は
小
国
高
校
と
同
じ

デ
ザ
イ
ン
の
ブ
レ
ザ
ー
。（
ワ
ッ

ペ
ン
は
南
中
独
自
の
も
の
）
ス

ラ
ッ
ク
ス
や
ス
カ
ー
ト
、
シ
ャ

ツ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
で
、

ネ
ク
タ
イ
や
リ
ボ
ン
も
選
択
制

を
考
え
て
い
る
。
委
託
先
は

メ
ー
カ
ー
や
町
内
衣
料
品
店
と

協
議
を
行
っ
て
い
く
。

○
Ｒ
２
１
２
号
通
行
止
委
託
料

▼
穴
井
則
之
議
員　

委
託
料
計

上
の
理
由
・
内
容
は
。

答

阿
蘇
市
よ
り
春
の
野
焼
き 

の
際
、
阿
蘇
市
側
で
通
行
止

め
を
し
た
い
旨
の
申
し
入
れ
が

あ
っ
て
い
る
。
南
小
国
町
側
で
も

交
通
整
理
等
必
要
と
考
え
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
警
備

会
社
へ
の
委
託
を
考
え
て
い
る
。

▼
穴
井
秀
房
議
員　

昨
年
は
い

ろ
い
ろ
と
混
乱
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
周
知
等
に
十
分
注

意
を
払
っ
て
欲
し
い
。

○
旧
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
森
園

▼
森
永
議
員　

購
入
後
の
利
用

目
的
は
。

答

高
齢
者
の
方
が
長
年
住
み 

慣
れ
た
町
で
こ
れ
か
ら
も
住
み

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
小
規
模

多
機
能
施
設
が
良
い
の
で
は
と

考
え
る
。

●
条
例

◆
南
小
国
町
簡
易
水
道
事
業
及

び
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例　
　
　

全
会
一
致

主
な
審
議

▼
北
里
議
員　

水
道
・
下
水
道

関
係
、
現
在
の
基
金
残
高
は
。

答　

水
道
（
２
２
７
３
万
円
） 

農
業
集
落
（
１
２
３
９
万
円
）

特
定
排
水
（　

６
４
２
万
円
）

公
共
下
水
（
３
９
１
０
万
円
）
。

▼
穴
井
秀
房
議
員　

公
営
企
業

会
計
に
移
行
し
た
場
合
、
基
金

は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
赤
字

に
な
っ
た
場
合
の
考
え
は
。

答

令
和
６
年
４
月
１
日
以
降

は
基
金
は
持
た
な
い
。
出
資
金

的
な
取
扱
い
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
独
立
採
算
が
原
則
。
し
か

し
全
て
使
用
料
に
転
嫁
さ
せ
る

の
は
厳
し
い
と
認
識
し
て
い
る
。

▼
穴
井
秀
房
議
員　

町
民
の
過

度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
た
い
。

◆
南
小
国
町
自
然
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
廃
止

全
会
一
致

主
な
審
議

▼
穴
井
秀
房
議
員　

管
理
セ
ン

タ
ー
解
体
後
の
土
地
利
用
は
。

答

駐
車
場
と
し
て
の
利
用
を

考
え
て
い
る
。

▼
穴
井
秀
房
議
員　

Ｊ
Ａ
跡
地

が
無
く
な
っ
た
場
合
、
面
積
的

に
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
、

必
要
台
数
の
試
算
等
早
め
に

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

▼
佐
藤
議
員　

管
理
セ
ン
タ
ー

一般会計 主な補正予算 （万円）
不動産購入費（旧グループホーム森園） 2779
価格高騰重点支援追加給付金 4060
住民記録システム改修業務委託料 574
民間賃貸住宅確保プロジェクト補助金 522
町道維持工事 1550
町道舗装工事 1300
制服等購入業務委託料 735
災害復旧費 8630

令和５年度12月補正予算

総額3億1471万円を可決
12月補正額 補正後予算総額

一般会計 2億2896万円 61億6502万円

特別会計 8575万円 18億 266万円

＊千円未満四捨五入のため合計額が一致しない場合があります。

来年度変更される南中の制服
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解
体
か
ら
Ｊ
Ａ
跡
地
開
発
に
係

る
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

解
体
は
補
助
金
を
活
用
し
、

令
和
６
年
12
月
完
了
予
定
。
Ｊ

Ａ
跡
地
に
つ
い
て
は
６
年
度
は

情
報
収
集
・
合
意
形
成
に
努
め
、

７
年
度
着
工
を
目
指
し
た
い
。

▼
下
城
議
員　

概
算
工
事
費
は
。

答

現
在
交
付
申
請
中
、
工
事

費
が
約
８
４
０
０
万
円
。
補
助

金
が
そ
の
２
分
の
１
。

▼
後
藤
議
員　

今
後
、
資
材
高

騰
・
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
、

工
事
費
の
増
額
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
際
は
十
分
な
説
明
を
。

答

詳
細
設
計
は
こ
れ
か
ら
。

状
況
に
よ
っ
て
は
、
工
事
費
の

増
額
に
よ
り
補
正
予
算
の
必
要

性
も
考
え
ら
れ
る
。
根
拠
を
示

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た

い
。

◆
南
小
国
町
奨
学
資
金
貸
与
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

賛
成
多
数

主
な
審
議

▼
井
野
議
員　

町
の
将
来
や
国

を
背
負
っ
て
立
つ
子
ど
も
達
の

た
め
に
、
給
付
型
は
考
え
な

か
っ
た
の
か
。

答

職
種
や
職
業
、
給
付
条
件

等
の
制
度
設
計
で
苦
慮
し
た
。

▼
井
野
議
員　

必
ず
し
も
町
内

で
の
就
職
・
居
住
を
給
付
の
条

件
に
す
る
必
要
は
な
い
の
で

は
。
軽
減
措
置
等
は
。

答

や
は
り
選
考
基
準
や
給
付
・

免
除
条
件
の
と
こ
ろ
で
迷
い
が

あ
っ
た
。
庁
舎
内
の
子
育
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
も
検
討

を
始
め
た
と
こ
ろ
。
今
は
時
期

尚
早
と
考
え
る
。

▼
佐
藤
議
員　

金
額
等
の
設
定

根
拠
は
。

答

日
本
学
生
支
援
機
構
を
下

回
る
額
に
設
定
。
返
還
期
間
は

貸
与
期
間
の
２
倍
か
ら
３
倍
に

変
更
し
た
。

▼
佐
藤
議
員　

学
生
支
援
機
構

と
同
等
の
条
件
で
良
か
っ
た
の

で
は
。
（
例
・
私
立
大
学
・
自

宅
外
・
最
高
６
万
４
０
０
０

円
・
返
還
期
間 
最
大
18
年
）

答

選
考
委
員
会
で
い
ろ
い
ろ

と
議
論
し
た
。
生
ま
れ
る
前
か

ら
20
歳
位
ま
で
の
方
に
対
し

て
、
何
が
足
り
な
い
の
か
不
足

し
て
い
る
の
か
精
査
し
て
い

る
。
ア
イ
デ
ア
が
出
て
き
た
ら

ど
の
よ
う
な
形
が
一
番
良
い
の

か
、
何
が
子
ど
も
達
の
夢
の
実

現
に
つ
な
が
る
の
か
相
談
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

反
対
討
論

▼
佐
藤
議
員　

金
額
が
上
が
る

こ
と
返
還
期
間
が
延
び
る
こ
と

は
非
常
に
良
い
と
思
う
。
し
か

し
こ
の
改
正
で
は
不
十
分
。
町

の
本
気
度
が
も
っ
と
伝
わ
る
よ

う
な
改
正
案
が
出
て
き
て
も
良

い
の
で
は
な
い
か
。

●
国
保
特
会
補
正
予
算
（
第
３

号
）　
　
　
　
　

 
全
会
一
致

主
な
審
議

▼
森
永
議
員　

療
養
給
付
費
・

高
額
療
養
費
増
額
の
理
由
は
。

答

高
額
な
医
療
に
該
当
す
る

案
件
が
あ
り
不
足
が
生
じ
た
。

▼
森
永
議
員　

予
防
医
療
が
大

事
と
思
う
が
、
運
動
教
室
な
ど

今
後
も
継
続
で
き
な
い
か
。

答

現
在
、
ス
マ
ー
ト
ボ
デ
ィ

教
室
を
行
っ
て
い
る
。
年
明
け

か
ら
は
運
動
教
室
（
は
つ
ら
つ

元
気
塾
）
を
予
定
し
て
お
り
、

予
防
医
療
に
向
け
て
保
健
師
・

管
理
栄
養
士
・
看
護
師
が
一
体

と
な
り
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
水
道
特
会
補
正
予
算
（
第
４

号
）　
　
　
　
　

 

全
会
一
致

主
な
審
議

▼
北
里
議
員　

黒
川
か
ら
田
の

原
を
経
由
し
て
波
居
原
ま
で
仮

設
管
で
導
水
し
て
い
る
と
思
う

が
今
後
の
予
定
は
。

答

波
居
原
地
区
の
仮
設
管
に

つ
い
て
は
既
に
５
年
が
経
過

し
、
水
道
事
業
に
お
い
て
は
優

先
順
位
を
つ
け
て
行
っ
て
い
る

が
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い

る
。
現
段
階
で
は
仮
設
管
か
ら

本
管
埋
設
へ
と
考
え
て
い
る
。

▼
北
里
議
員　

水
道
管
の
老
朽

化
に
伴
う
漏
水
対
策
の
現
状
は
。

答

水
道
管
の
耐
用
年
数
が
過

ぎ
た
部
分
、
過
去
に
漏
水
が
多

く
発
生
し
た
箇
所
等
を
優
先
し

て
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
う

が
、
漏
水
が
発
生
し
て
か
ら
修

繕
を
行
っ
て
い
る
の
が
現
状
。

今
後
の
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

▼
井
野
議
員　

今
回
の
市
原
地

区
の
試
験
調
査
、
当
初
予
算
で

中
原
・
満
願
寺
西
地
区
の
水
源

地
調
査
を
予
算
計
上
し
て
い
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
整
備
し

て
い
く
の
か
。

答

水
道
事
業
は
全
体
的
な
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
。
市
原
地

区
は
維
持
管
理
に
課
題
が
あ

り
、
配
水
池
の
近
く
に
水
源
を

確
保
す
る
の
が
良
い
と
思
う
。

国
の
変
更
認
可
等
を
取
得
す
る

必
要
が
あ
り
、
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
優
先
順
位
・
緊
急
度
を

精
査
し
実
施
し
て
い
き
た
い
。

▼
井
野
議
員　

水
源
地
（
地
下

水
）
の
確
保
で
動
い
て
い
る
と

思
う
が
、
河
川
か
ら
の
取
水
は

考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

答

浄
化
施
設
の
建
設
や
維
持

管
理
に
多
額
の
費
用
（
ボ
ー
リ

ン
グ
の
場
合
の
約
３
倍
）
が
か

か
る
。
水
質
の
面
も
含
め
て
地

下
水
の
方
が
有
利
。

水道特会 主な補正予算 （万円）
水源地さく井試験調査業務
委託 4278

新規水源さく井試験調査に
伴う関連工事 967

修繕料 200
消費税 196

12 月定例会（12 月 12 ～ 14 日）　採択結果

議案
番号 事　件　名

採
決
結
果

下
城
孔
志
郎

北
里
桂
一

佐
藤
　
毅

森
永
一
美

井
野
和
哉

後
藤
六
男

穴
井
秀
房

穴
井
則
之

議案
第95号

南小国町奨学資金貸与条例の一部を
改正する条例の制定について 可決 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○

○…賛成　×…反対　　　　※賛否の分かれた案件のみ掲載。
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問　

高
齢
者
問
題
の
認
知
症
に

つ
い
て
、
町
と
し
て
２
０
２
５

年
問
題
、
と
り
わ
け
団
塊
世
代

が
後
期
高
齢
者
に
な
る
と
認
知

症
の
方
の
割
合
が
一
気
に
上

が
っ
て
く
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
。
現
在
の
対
策
状
況
と
今
後

の
対
応
方
針
を
伺
い
た
い
。

町
長　

昨
年
度
、
町
で
65
歳
以

上
の
方
に
実
施
し
た
介
護
予

防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調

査
の
結
果
、
家
族
に
認
知
症
の

症
状
が
あ
る
人
が
い
る
家
庭
は

13
％
で
、
今
後
増
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
施
策
は
事
後
的

な
医
療
対
応
だ
っ
た
。
こ
れ
か

ら
は
発
症
を
遅
ら
せ
、
認
知
症

に
な
っ
た
人
や
家
族
の
視
点
を

重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
相
談
が
し
や
す
い
窓
口
の

設
置
や
福
祉
課
・
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
・
町
民
課
が
協
働

し
、
認
知
症
対
策
の
推
進
を
目

指
し
た
い
。

問　

認
知
症
等
に
よ
り
、
行
方

不
明
に
な
る
恐
れ
の
あ
る
高
齢

者
を
守
る
た
め
の
取
組
は
。

福
祉
課
長　

町
で
は
徘
徊
等

で
、
行
方
不
明
に
な
る
恐
れ
の

あ
る
方
を
「
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
に
よ
り

事
前
登
録
し
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
捜
索
可
能
に
し
て
い
る
。

Ｑ認知症対策の現状と今後の対応
方針は！

Ａ関係課が協働し対策の推進を目
指す

問
　
自
治
組
織
活
性
化
補
助
金

は
な
ぜ
継
続
さ
れ
な
い
。

総
務
課
長
　
３
年
間
実
施
し

て
、
お
お
む
ね
の
整
備
等
が
で

き
た
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
補
助
等

に
も
利
用
で
き
た
は
ず
で
は
。

町
長　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
、
町

全
体
で
活
性
化
し
て
い
き
た
い
。

問　

自
治
会
単
位
で
の
備
蓄
品

の
整
備
は
必
要
か
。

町
長　

必
要
な
物
を
備
え
て
欲

し
い
。

問　

自
主
防
災
活
動
助
成
金
の

見
直
し
、
増
額
を
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

町
長　

活
性
化
補
助
金
と
合
わ

せ
て
協
議
し
て
い
く
。

問　

見
守
り
活
動
に
お
い
て
、

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
加
入
要

件
等
を
見
直
す
考
え
は
な
い
の

か
。

福
祉
課
長　

加
入
要
件
等
を
見

直
し
、
広
く
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
。

問　

集
落
支
援
員
制
度
を
利
用

し
て
、支
援
員
を
配
置
し
て
は
。

町
長　

集
落
の
維
持
に
お
い
て

は
課
題
感
を
持
っ
て
い
る
。
今

後
、
配
置
を
考
え
る
。

問
　
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
健

康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
状

況
は
。

町
民
課
長
　
応
募
者
は
令
和
３

年
度
８
名
、
４
年
度
６
名
。
５

年
度
は
12
名
が
応
募
さ
れ
て
い

る
。

問
　
楽
天
と
の
事
業
連
携
協
定

の
中
で
、
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
協

議
予
定
は
。

町
長　

今
後
一
緒
に
仕
組
み
等

を
考
え
て
い
く
。

問
　
行
政
視
察
に
行
っ
た
山
梨

県
小
菅
村
で
は
、
買
物
だ
け
で

な
く
、
健
康
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
で
も
ポ
イ
ン
ト

が
貯
ま
り
、
利
用
で
き
る
環
境

が
で
き
て
い
た
。
い
ろ
ん
な
こ

と
で
ポ
イ
ン
ト
付
与
が
で
き
れ

ば
、
住
民
の
行
動
に
変
化
が
生

ま
れ
る
。
町
に
良
い
影
響
を
与

え
る
と
思
う
が
。

町
長　

意
識
を
変
え
て
い
き
、

ま
た
動
機
付
け
に
も
な
る
ポ
イ

ン
ト
事
業
。
楽
天
と
も
協
議
し

な
が
ら
事
業
化
し
て
い
き
た

い
。

佐藤　毅　議員

Ｑ自治会活動の持続可能性の向上
を！

Ａ 
継続と活性化に支援していく

Ｑ 
ポイント事業で元気な町に！

Ａ 
検討協議を始めていく

中学生向け中学生向け
「認知症サポーターステップアップ講座」「認知症サポーターステップアップ講座」

後藤　六男　議員
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問　

町
簡
易
水
道
に
つ
い
て
今

後
、
水
道
料
金
の
値
上
げ
は
あ

る
の
か
。

町
長　

町
簡
易
水
道
事
業
基
本

計
画
に
お
い
て
水
源
の
代
替
の

必
要
性
、
水
源
の
枯
渇
等
多
く

の
課
題
を
解
消
す
る
た
め
に

も
、
今
後
の
検
討
が
必
要
で
は

あ
る
が
現
時
点
で
値
上
げ
は
考

え
て
い
な
い
。

問　

大
字
満
願
寺
地
区
の
今
後

の
下
水
道
の
計
画
が
あ
る
の
か
。

町
長　

大
字
満
願
寺
全
体
を
す

る
の
か
黒
川
地
区
だ
け
す
る
の

か
、
協
議
も
で
き
て
お
ら
ず
総

合
計
画
に
も
上
が
っ
て
い
な
い
。

問　

黒
川
地
区
は
観
光
の
中
心

で
あ
り
筑
後
川
の
最
上
流
で
あ

り
、
環
境
・
経
済
・
社
会
の
総

合
的
な
向
上
を
目
指
す
う
え
で

も
、
下
水
道
の
整
備
の
必
要
性

が
あ
る
と
思
う
が
。

建
設
課
長　

来
年
か
ら
の
総
合

計
画
に
盛
り
込
む
の
は
難
し

い
。
今
後
地
元
自
治
会
等
で
の

ま
と
ま
っ
た
考
え
を
お
示
し
い

た
だ
き
、
協
議
し
考
え
て
い
き

た
い
。

北里　桂一　議員

Ｑ 
今後の下水道整備は？

Ａ地元の意向をまとめていただき
たい

問　

永
年
里
山
の
景
観
を
維
持

し
て
き
た
が
、
農
林
業
の
少
子

高
齢
、
担
い
手
不
足
、
鳥
獣
被

害
等
に
よ
り
遊
休
農
地
や
耕
作

放
棄
地
を
多
く
目
に
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
町
を
訪

れ
る
人
々
を
癒
し
て
き
た
里
山

の
景
観
を
ど
う
守
っ
て
い
く
の

か
。

町
長　

所
有
農
地
の
貸
付
、
売

却
希
望
申
出
書
の
運
用
を
開
始

し
、
農
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ

リ
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

次
に
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
今
後
の

農
地
や
施
設
の
意
向
調
査
を

し
、
新
規
就
農
支
援
に
つ
な
げ

て
い
く
。

問　

農
地
の
荒
廃
を
最
低
限
防

ぐ
に
は
、
組
織
と
景
観
作
物
・

特
産
品
等
に
な
り
う
る
作
付
け

が
必
要
で
は
。

町
長　

何
か
し
ら
の
付
加
価
値

を
つ
け
た
り
と
農
地
利
用
の
方

向
性
を
変
え
る
こ
と
も
重
要
と

思
う
。
役
場
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
つ
く
る
こ
と
は
可

能
で
は
。

農
林
課
長　

農
業
委
員
会
で
も

同
様
の
意
見
が
あ
る
。
景
観
作

物
は
多
面
的
機
能
交
付
金
が
活

用
で
き
る
の
で
は
。

問　

制
度
改
正
に
よ
る
ふ
る
さ

と
納
税
、
今
後
の
推
進
の
方
法

は
。

町
長　

10
月
の
制
度
改
正
以
降

も
寄
付
単
価
を
上
げ
ず
に
や
っ

て
き
た
が
、
12
月
よ
り
順
次
謝

礼
品
の
寄
付
単
価
を
増
加
さ
せ

る
改
修
を
行
っ
て
い
る
。
ふ
る

さ
と
納
税
の
税
額
控
除
に
改
正

が
な
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
の

で
、
全
国
の
ふ
る
さ
と
納
税
総

額
が
減
少
す
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
よ
り
魅
力
的
な
謝
礼

品
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
謝
礼

品
提
供
事
業
者
と
連
携
し
進
め

て
い
く
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後
の

活
用
法
は
。

町
長　

基
金
の
目
的
に
沿
っ
た

活
用
法
を
基
本
と
し
、
本
町
が

発
展
す
る
た
め
の
事
業
を
適
宜

選
定
し
て
充
当
し
て
い
く
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
ス
マ
ホ

を
使
っ
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例

申
請
や
自
動
販
売
機
を
カ
ァ
サ

や
黒
川
温
泉
旅
館
組
合
に
設
置

す
る
な
ど
の
推
進
方
法
は
。

町
長　

情
報
を
集
め
対
応
可
能

な
も
の
に
つ
い
て
は
対
応
し
て

い
く
。
楽
天
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ

に
よ
り
色
ん
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い

た
だ
き
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

穴井　則之　議員

Ｑ 
里山の景観を守っていくには！

Ａ複数の対策を講じながら維持し
ていく

Ｑふるさと納税の今後の活用法
は？

Ａ町が発展するための事業に使っ
ていく

きよらカァサの特産品コーナーきよらカァサの特産品コーナー

遊休農地の現状遊休農地の現状
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問　

町
で
は
人
づ
く
り
事
業
の

補
助
を
行
っ
て
い
る
が
実
績

は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

個
人
は
無

し
、
事
業
所
が
１
件
の
み
。

問　

も
っ
と
使
い
勝
手
の
い
い

活
用
方
法
に
し
て
は
。

町
長　

要
件
の
緩
和
に
つ
い

て
、担
当
課
と
協
議
し
て
い
く
。

問　

国
の
補
助
事
業
で
農
業
を

行
っ
て
い
る
若
手
が
い
る
と
思

う
が
、
実
績
は
。

農
林
課
長　

こ
れ
ま
で
12
名
、

現
在
２
名
が
利
用
し
て
い
る
。

問　

町
と
し
て
の
取
組
は
。

農
林
課
長　

町
職
員
と
県
振
興

局
の
職
員
と
が
連
携
し
て
、
補

助
事
業
が
終
了
し
た
若
手
農
家

の
元
へ
出
向
き
指
導
・
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

問　

町
の
た
め
に
一
人
で
も
二

人
で
も
核
に
な
る
子
ど
も
を
育

て
て
も
ら
い
た
い
。

教
育
長　
「
町
の
未
来
の
担
い

手
を
育
成
す
る
」
こ
れ
が
町
の

教
職
員
の
目
標
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
、
し
っ
か
り
学
べ
る
よ

う
い
ろ
ん
な
こ
と
を
体
験
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

井野　和哉　議員

Ｑ人材育成のための施策の創生
を！

Ａ自助・共助で困難な場合支援を
検討する

森永　一美　議員

Ｑ事業継承にも夢チャレ※が使えな
いか？

Ａ 
要件緩和も想定したい

南小国町「日本で最も美しい村」づくり補助金　（抜粋）
　■人づくり事業

対象事業 対象者 補助金額等
①人材育成のため
の国内外での視
察調査研究活動

②町内での人材育
成に関する活動

南小国町内に住所
を有する方や町内
に所在する団体・
グループ・自治会
など

①国内　上限 25 万円
　国外　上限 50 万円
②上限　200 万円
※いずれも一事業
者１回限り

「しごとコンビニ」説明会「しごとコンビニ」説明会

Ｑ著作権など権利に関する知識の
アップデートを！

Ａ確認体制を確立し、研修や周知
をする

問
　
町
商
工
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
る
と
、
回
答
者
の
う

ち
「
後
継
者
が
決
ま
っ
て
い
な

い
」
と
答
え
た
割
合
は
60
％

だ
っ
た
。
近
い
将
来
、
町
内
で

も
事
業
承
継
は
待
っ
た
な
し
の

状
態
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
地

域
経
済
の
継
続
的
発
展
の
た
め

に
も
、
町
と
し
て
何
か
し
ら
打

ち
手
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。
夢
チ
ャ
レ
は
現
在
、

起
業
の
み
だ
が
、
事
業
承
継
に

も
使
え
る
よ
う
に
な
ら
な
い

か
。

町
長　

商
工
会
か
ら
も
要
望
が

出
て
い
る
。関
係
課
と
協
議
し
、

夢
チ
ャ
レ
の
要
件
緩
和
も
想
定

し
た
い
。

問
　
他
の
地
域
で
は
、
事
業
譲

渡
し
た
い
方
等
の
情
報
を
載
せ

た
「
継
業
バ
ン
ク
」
と
い
う
取

り
組
み
や
、
事
業
の
継
業
を
目

的
と
し
た
「
継
業
型
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
を
募
集
さ
れ
て
い

た
。
同
様
の
取
組
が
本
町
で
も

で
き
な
い
か
。

町
長　

先
進
事
例
を
集
め
て
参

考
に
し
、
南
小
国
独
自
の
形
に

す
る
の
も
大
切
。調
べ
て
い
く
。

※
夢
チ
ャ
レ
：「
南
小
国
町
夢

チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
事
業
補
助

金
」
の
略

問
　
昨
今
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
の
無
断

使
用
で
、
自
治
体
が
損
害
賠
償

を
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
る
。
著
作
権
な
ど
の
権
利

確
認
は
ど
う
さ
れ
て
い
る
か
。

役
場
だ
け
で
な
く
町
全
体
で
知

識
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
必
要
で

は
。

町
長　

広
報
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
撮
影
は
全
て
役
場
職
員
で

行
い
、
保
育
園
や
小
中
学
校
で

は
掲
載
へ
の
意
思
確
認
を
し
て

い
る
。
し
か
し
、
掲
載
依
頼
さ

れ
た
原
稿
画
像
の
確
認
ま
で
は

行
っ
て
い
な
い
。
今
後
は
担
当

課
局
で
確
認
体
制
を
確
立
し
、

他
課
局
で
も
周
知
徹
底
す
る
。

ま
た
、
職
員
向
け
に
研
修
等
を

実
施
し
、
画
像
の
無
断
使
用
や

著
作
権
等
の
権
利
侵
害
を
行
わ

な
い
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

自
治
体
が

情
報
を
発
信
す
る
際
に
は
、
著

作
権
等
の
権
利
保
護
な
ど
法
令

順
守
を
き
ち
ん
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
町
民
へ
も
周
知
し

た
い
。
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ＱTSMC の進出による効果を阿蘇
郡市にも求められないか？

Ａ阿蘇郡市共同で熊本県に要望す
る

Ｑ次世代ネットワークや災害に強
い庁舎への取組強化を！

Ａ次の契約に向けて、様々な可能
性を探る

問　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
進
出
し
菊
陽

町
周
辺
の
市
町
は
い
ろ
い
ろ
と

恩
恵
が
出
て
い
る
。
阿
蘇
郡
市

に
は
観
光
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト

は
あ
る
と
思
え
る
も
の
の
、
他

に
は
交
通
渋
滞
が
ひ
ど
く
な
る

ば
か
り
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
周
辺
地
の
交
通
渋

滞
の
解
消
に
県
の
予
算
が
集
中

さ
れ
る
た
め
、
本
来
県
民
全
体

に
な
さ
れ
る
べ
き
サ
ー
ビ
ス
は

減
少
す
る
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出

に
欠
か
せ
な
い
伏
流
水
は
主
に

阿
蘇
郡
市
の
住
民
に
よ
っ
て
つ

く
ら
れ
る
自
然
環
境
で
あ
る
。

　

こ
の
際
阿
蘇
郡
市
一
体
と
な

り
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出
に
欠
か

せ
な
い
水
の
生
産
地
と
し
て
、

水
の
継
続
的
な
生
産
活
動
を
続

け
る
た
め
の
支
援
を
国
・
県
に

求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出
は
観

光
客
の
増
加
等
が
見
込
ま
れ
る

も
の
の
、
地
下
水
等
へ
の
影
響

も
考
え
ら
れ
る
。
阿
蘇
郡
市
で

足
並
み
を
そ
ろ
え
て
県
に
対
し

て
要
望
す
る
。

問　

町
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会

社
を
設
置
し
て
５
年
に
な
る
。

現
在
の
契
約
で
は
ス
ピ
ー
ド
の

遅
さ
等
が
あ
り
、
ま
た
電
柱
に

共
架
し
た
有
線
の
た
め
、
今
後

発
生
が
予
想
さ
れ
る
大
規
模
災

害
時
に
は
、
電
線
の
切
断
が
多

発
し
町
民
へ
の
情
報
提
供
が
で

き
な
く
な
る
。

　

今
、
様
々
な
形
態
の
衛
星
通

信
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
次
の
契
約
に
向
け

た
検
討
を
始
め
る
時
期
で
は
な

い
か
。
さ
ら
に
災
害
対
応
に
は

十
分
な
電
力
が
必
要
と
な
る
が

庁
舎
等
に
は
非
常
用
発
電
装
置

し
か
な
く
長
時
間
の
対
応
は
で

き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

庁
舎
に
太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池

を
導
入
し
、
災
害
に
強
い
庁
舎

と
す
べ
き
で
は
。

町
長　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
に

つ
い
て
は
大
規
模
災
害
時
に
は

機
能
し
な
い
懸
念
が
あ
り
、
現

契
約
が
切
れ
る
一
年
前
ま
で
に

は
様
々
な
可
能
性
を
踏
ま
え
決

定
し
た
い
。
太
陽
光
発
電
施
設

に
つ
い
て
は
前
向
き
に
検
討
す

る
。

令和５年・６年　議会日誌

11
　
　
月

1～2 阿蘇市町村議長会正副議長 ・ 事務局長視察研修会　

6～8 経済建設常任委員会研修会

10 熊本県町村議会広報研修会　　　　　　　 　（写真①）

15～16 総務文教常任委員会研修会

19 第１８回すぎのこまつり

24 令和５年第５回臨時会

24 総務文教 ・ 経済建設 常任委員会

28～30 第６７回町村議会議長全国大会

12
　
　
月

3 きよら人権デー

5 議会運営委員会

12～14 令和５年第４回定例会

13 みらい南小国子ども会議　　　　　　　 　　（写真②）

14 合同常任委員会 ・ 全員協議会

15 議会広報調査対策特別委員会

20 小国公立病院議会

25 阿蘇広域議会定例会

1
　
　
月

3 二十歳を祝う会

6 消防団出初式       

10 阿蘇市町村議長会総会　　　　　　　　　　（写真③）

11 立志式

16 総務文教常任委員会

19 議会広報調査対策特別委員会

19 令和６年第１回臨時会

23 第２回熊本県町村議会議員研修会

26 議会広報調査対策特別委員会

写真②

写真①

写真③

穴井　秀房　議員
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総務文教常任委員会　　　　　　　　　　　研修報告　　副委員長　佐藤　毅

「今あるものを大切に、丁寧に生きる村へ」　　　山梨県小菅村
　令和５年 11 月 15・16 日で視察研修を行っ
た。人口 650 人弱、森林率 95％の村である。
そこにはドローンを使った新しいスマート
物流サービスが存在していた。商品カタロ
グを用意しての、買い物代行サービスにも
取り組まれていた。民間事業者と連携を図
り、住民サービスにおいて不便を感じさせ
ない取り組みが行われていた。今後も大手
配送業者と連携し、地域内宅配も代行する
予定である。また第三セクターの「株式会社源」では、村づくり会社として、温泉施設・
道の駅・フォレストアドベンチャー等の観光施設運営・ポイントカード運営・イベント等
の開催・関係人口創出のための各種施策実施といった多岐にわたる事業を行い、こ・すげ
～村づくりが行われていた。無理してオリジナリティを出そうとするのではなく、あるも
のを有効活用して持続可能な地域を作っていくことを理想としていた。

小国郷公立病院組合議会
令和５年 12 月 20 日

　令和５年第３回定例会が行われた。令和
５年度病院事業会計に、へき地医療拠点病
院として必要な 1063 万円の機器備品購入の
ための補正予算と職員の給与条例の一部改
正の議案が提出された。審議の結果、可決
承認された。

移動診療車の運行開始
　昨年から準備を進めてきた「小国郷医療 MaaS プロジェクト」いよいよ始まる。
　当初は隔週火曜日と木曜日、中原地区・元気プラザと黒川地区・べっちん館で移動診療
車による遠隔診療が開始される。小国公立病院とサテライト診療所の利用者が対象で、予
約制で行われる。通院が容易ではない利用者への新たな取り組み、巡回型オンライン診療
車の導入。町内では最初２箇所からのスタートだが、環境や条件が整えば、診療場所は増
えていく。高齢化が進むこの小国郷において、住民の負担軽減と医療サービスの安定提供
実現に向けて、小国公立病院の取り組みに期待する。

ドローンの説明を受ける様子

導入される移動診療車
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経済建設常任委員会　　　　　　　　　　　研修報告　　委員長　穴井　秀房

　経済建設常任委員会では昨年 11 月６日～ 11 月８日に福井県の池田町農業公社と長野県
水産試験場の視察研修に行って来ました。

～福井県池田町　　“ 農業公社” ～

　池田町は福井県の中山間地の豪雪地帯に
ある人口 2200 人程の町です。農林業を守る
と言う強い信念の基で農業公社が運営され、
町の維持に重要な役割を果たしています。
　農業公社の運営は町の農業を中心に展開
を図っています。耕作放棄された農地を、
請負・耕作をすることで町を荒らさないと
いうことが基本的な考えとのことです。
　老若男女が農業に参画し、それぞれに活
躍されています。
　また町で発生する生ゴミや畜産糞尿等を材料に有機肥料の生産販売もしており、環境に
も配慮出来ています。林業や子育て・高齢者福祉・地域交通等にも公社が参画しており、
農業公社が深く池田町に根付いていることを感じました。
　公社は「農家であり農協であり森林組合であり役場である」との副町長の言葉に「農業
の未来を見た」そんな池田町でした。

～長野県水産試験場　　“ 信州サーモン” ～

　長野県では日本アルプスからの伏流水を
活かしてマスやイワナの養殖を行っている
県水産試験場で研修を行いました。
　魚卵に圧力や熱をかけて無産卵マスを作
り出すことに成功し、「信州サーモン」とし
て人気を博しているとのことです。南小国
町の良質な水を使った内水面特産物につい
て、今後も研修していきたいと思っていま
す。

　２泊３日の行程で熊本から空路大阪空港に飛び福井県から長野県へと陸路で移動し、名
古屋（小牧）空港から熊本に帰ってきました。少々足腰の衰えを感じましたが、大変実り
ある研修でした。

公社職員から説明を受ける様子

長野県水産試験場
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令
和
６
年
は
能
登
半
島
地
震
、
航
空
機
事
故
、

北
九
州
の
大
火
災
と
大
変
な
幕
開
け
と
な
り
ま
し

た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
も
、
い
つ
い
か
な
る
時
で
も
瞬
時
に
対
応

で
き
る
即
応
体
制
の
確
立
し
た
組
織
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
分
類
も
５
類
と
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
Ｗ
Ｂ

Ｃ
で
の
世
界
制
覇
に
湧
き
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子
は
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
権
を
獲
得
し

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

経
済
界
に
お
い
て
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導

入
、
終
盤
に
は
政
界
で
も
自
民
党
の
パ
ー
テ
ィ
ー

券
の
問
題
等
が
浮
上
し
、
め
ま
ぐ
る
し
く
様
々
な

活
動
が
再
開
さ
れ
た
１
年
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

改
選
後
３
回
の
定
例
会
を
経
て
、
12
月
の
定
例

会
で
は
一
問
一
答
方
式
と
反
問
権
の
行
使
が
採
用

さ
れ
、
よ
り
深
ま
っ
た
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
こ
ま
で
の
議
論
は
な

さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
次
世
代
に
つ
な
げ
る
た
め
に
本
町
の
未

来
予
想
図
を
描
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
に
来
て
い
る
今
、
町
の
発
展
の
為
に
二
元
代
表

制
で
あ
る
意
義
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
望
ま
し

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　

  （
北
里
桂
一
）

　
　

発
行
責
任
者

　
　
　

議　

長　
　

井
上　

則
臣

　
　

広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

委
員
長　
　

森
永　

一
美

　
　
　

副
委
員
長　

井
野　

和
哉

　
　
　

委　

員　
　

穴
井　

秀
房

　
　
　

委　

員　
　

北
里　

桂
一

…
子
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ら
れ

た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

地
域
の
子
育
て
世
帯
か
ら
「
長
期
休
み
に

子
ど
も
を
預
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
」
と
の
声

を
受
け
、
町
の
子
育
て
を
応
援
で
き
た
ら
と

の
思
い
で
、
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
達

と
一
緒
に
子
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま

し
た
。
そ
の
後
、
中
高
生
や
民
生
委
員
・
児

童
委
員
さ
ん
な
ど
に
も
声
を
か
け
、
多
く
の

方
に
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
き
な
が
ら
運
営
し
て

い
ま
す
。

…
実
際
に
子
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
携

わ
っ
て
み
て
、
い
か
が
で
す
か
？

　

大
変
な
こ
と
も
楽
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
達
に
怪
我
な
く
過
ご
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
安
全
対
策
は
特
に
気
を

つ
け
て
い
ま
す
。
利
用
す
る
子
ど
も
の
人
数

に
合
わ
せ
て
、
日
毎
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

の
人
数
も
調
整
し
、
目
が
行
き
届
く
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
達
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ

う
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
い
ま

す
。
夏
休
み
に
は
、
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
づ
く
り

や
石
こ
う
体
験
、
川
遊
び
な
ど
幅
広
い
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
ま
し
た
。
自
分
が
企
画
し

た
こ
と
を
実
際
に
子
ど
も
達
が
体
験
し
て
楽

し
ん
で
く
れ
て
い
る
姿
を
見
る
の
は
、
一
番

嬉
し
く
て
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
子
が
中

高
生
に
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
い
に

来
て
く
れ
る
の
も
嬉
し
く
て
有
難
い
で
す
。

…
今
後
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
？

　

今
一
番
の
課
題
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の

成
り
手
不
足
で
す
。
子
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
い
る
か
ら
こ
そ
運

営
で
き
て
い
ま
す
。
今
後
の
運
営
に
影
響
が

出
な
い
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
広
報

誌
や
知
人
に
も
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
１
日
だ
け
で
も
お
手
伝
い
い
た

だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

取
材
・
撮
影
・
文
：
森
永
一
美

佐
さとう

藤　圭
けいた

太さん
〈子どもデイサービス〉は今年で20周年！
長期休暇中、安心して過ごせる居場所を提供

プロフィール
扇生まれ、扇在住 2児のパパ。南小国中、昭和学園高校を卒業後、
南小国町社会福祉協議会に入社し現在 19 年目。子どもデイサービス
やふれあいサロン、相談支援や広報など幅広い業務を担当。

町民インタビュー　Vol.14

小学生も大人もみんなで楽しめるようにと体

育館でモルック大会を開催。

この日は子どもデイサービス利用の小学生が20名、

ボランティアさんは９名。

12




